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表紙写真／「志ん板　猫づくし」（館蔵）



花柳
はなやぎ

章太郎
しょう た ろう

。明治、大正、
昭和を通じ、55年余の舞台人
生を歩んだ名優。今年で没後
45年を迎え、その足跡は残念
ながら人々の記憶から遠くな
りつつあります。文京にもゆ
かり深い花柳章太郎につい
て、その生涯を振り返ってみ
たいと思います。
花柳章太郎（本名・青山章

太郎）は、明治27年（1894）
日本橋本銀

ほんしろがね

町（現、中央区）
に生まれましたが、まもなく
父が没したため、下谷黒門町（現、台東区）を経て、大

おお

間々
ま ま

（現、群馬県）の祖父のもとで育ちます。明治35年、8
歳の時、母と姉が芸者屋を構えた湯島同朋町（現、湯島三
丁目）に移り、のち湯島天神町三丁目（現、湯島三丁目）
湯島天神下に居住します。大正12年（1923）の関東大震災
の年に大阪に移る29歳まで、幼年～青年期を過ごした湯島
は、花柳章太郎にとって「懐かしい故郷」となりました。
花柳章太郎は、明治35年から、中坂下にあった私立練雪

れんせつ

小学校、明治37年からは湯島小学校、そして明治41年から
同42年に卒業するまで本郷高等小学校に学びます。※1

その間の明治41年、母に伴われ、新
しん

派
ぱ

俳優の喜多
き た

村緑郎
むらろくろう

に入門したのが、役者への第一歩でした。学校からも近い
春木町（現、本郷三丁目）にあった本郷座の楽屋へ鞄を担
いだまま通い、修業を積みました。当時本郷座は新派の本
拠地として、喜多村のほか、高田実、伊井

い い

蓉
よう

峰
ほう

、河合武雄
といった俳優たちが、新聞小説など新しい脚本を次々に上
演し、新派の全盛期、つまり「本郷座時代」を迎えていた
頃でした。
花柳章太郎は、明治41年6月新富座での「変

へん

化
げ

傘
かさ

」の小僧
役で初舞台を踏み、同年10月本郷座での「未亡人」で初め
て女の役をつとめました。
入門時、「10年は忍耐するように」と言われた花柳章太郎

に転機が訪れたのは、大正4年、20歳の時でした。3月、本
郷座での「日本橋」（泉鏡花作）初演の折、脚色者・真

ま

山
やま

青
せい

果
か

の推挙によって、お千世
ち せ

という大役を与えられ、その演
技が認められたのでした。これを機に、女形を中心に着々
とその芸を磨き、大正6年には新派の幹部に昇進しました。
しかし、大正初期の新派は伊井・喜多村・河合の三頭目

さんとうもく

時代といわれる一方で、全盛期を過ぎ、沈滞と再興を繰り
返す時代を迎えていました。そのなかで花柳章太郎は、師
の喜多村からも離れ、さまざまな演劇活動に身を投じます。

大正 9年 井上正夫一座に加入。
大正10年 新派研究のため藤村秀夫、小堀誠らと「新劇

座」を結成。

大正12年 大阪で藤村秀夫、梅島昇らと「新進新派」結成。
昭和 2年 東京に戻り、歌舞伎の若手や松竹の映画女優を

加えて「松竹新劇団」を結成、浅草で活躍。
昭和 6年 「花

か

柳
りゅう

巷談
こうだん

二筋道」（初代瀬戸英一作）の連
作によって、人気を不動のものとする。

昭和14年 大
おお

矢
や

市
いち

次
じ

郎
ろう

、伊志井
い し い

寛
かん

、柳永二郎、川口松太郎、
大江良太郎らと独立劇団「新生新派」を結成。

同　　年 初めての映画出演「残菊物語」（溝口健二監督）。
昭和20年までに6本主演（新生新派共同制作）。

戦時中は、主要劇場が閉鎖されるなか、新生新派は工場
慰問や移動演劇などで、わずかに活動を続けました。戦後
になると、それまで四散して
いた新派をまとめ、昭和24年
（1949）新派大合同として「劇
団新派」を結成、女優・初代
水谷八重子との二枚看板で、
脇を固める俳優陣や、久保田
万太郎、川口松太郎、北

ほう

條
じょう

秀
ひで

司
じ

、中野實らの作家兼演出家
に支えられながら、歴史に残
る名作を次々に上演しました。
女形のみならず、男役、老け
役に至るまで幅広い役をこな
し、人々を魅了しました。昭
和34年、重要無形文化財保持
者（人間国宝）に指定され、
昭和36年に日本芸術院会員と
なり、昭和39年には花柳章太
郎の代表作として「花柳

はなやぎ

十種
じっしゅ

」
が評論家らによって選定され、
同年文化功労者となりました。
活躍の一方で、晩年は病気

休演も増えました。そして、
昭和40年1月4日、新橋演舞場
で「大つごもり」「寒菊寒牡丹」
に出演後倒れ、6日、東京大学
附属病院小石川分院（文京区
目白台）で、不世出の女形は
その生涯を終えました。享年
70歳でした。

花柳章太郎は、新派俳優としての芸を極める傍
かたわ

らで、絵
画、スケッチ、陶芸、染色、人形、七宝、ガラス絵など、
さまざまな他の芸術にも傾倒し、そのいずれもが玄人はだ
しで、余芸というには余りある才能を発揮しました。しか
もそれは単なる趣味ではなく、さまざまな表現から美や色
彩を探求していくことすべてが、本業である舞台への糧と
なっていたのでした。
まず若い頃熱中したのが人形（土偶

で く

）作りで、舞台の合
間などに制作し、あまりにものめりこみすぎたため、長
男・喜章

よしあき

が初舞台を踏むのを機に止めたという逸話が残っ
ています。また、どこに行くにもスケッチブックや手帳を
懐に忍ばせ、風景や鑑賞した舞台の様子などを、鉛筆や淡
彩で軽快に描いていました。
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文京ゆかりの名優・花柳章太郎

―その人と芸―

「歌行燈」（泉鏡花作）の
恩地喜多八（昭和15年）

花柳十種のうち「夢の女」
（永井荷風作）のお浪（昭和35年）



3

随筆や小説、俳句など文筆にも長け、生前出版された著
書や句集は13冊に及びます。笹

ささ

竜胆
りんどう

の紋を刷り込んだ自分
用の原稿用紙に、独特な筆跡で書かれた原稿は、膨大な量
が残されています。手元にある手帳に手当たり次第に書き
付けられたメモも、興味関心の多彩さや、記録魔ぶりを顕
著に表しています。
さらに衣裳、櫛

くし

・簪
かんざし

などを収集したことでも知られます。
それを趣味として楽しむだけではなく、実際の舞台で使用
するため、心血を注いで膨大な数を誂

あつら

え、集めました。現
在、衣裳の多くは早稲田大学演劇博物館、櫛・簪類は国立
劇場に収蔵されています。

こうした演劇や他の芸術活動などを通じて知り会った
人々との関係は、実に多彩でした。演劇関係においては、
同じ舞台をつとめた俳優たち、作家や脚本家、演出者、舞
台美術家など。ほかにも画家、工芸家、舞踊家、茶道家な
ど、錚々

そうそう

たる人々とのきわめて幅広く深い交友関係があっ
たことが知られます。
洋画家・木

き

村
むら

荘
しょう

八
はち

とは、昭和8年頃、舞踊家・初代花柳
はなやぎ

寿美
す み

の紹介でデッサンを教わるようになり、友人としても
長く付き合いました。その交友は、花柳章太郎の手元に残
された、木村荘八の絵手紙からも見て取ることができます。
ほかにも親友でもあった日本画家・伊東深水、衣裳考証で
共に仕事をした小村雪岱

せったい

、鏑木
かぶらき

清方
きよかた

、奥村
おくむら

土
と

牛
ぎゅう

、昭和33年
に花柳章太郎が渡欧した時に訪問した藤

ふじ

田
た

嗣治
つぐはる

など、多く
の画家たちとの交流がありました。陶芸では、千

せん

家
け

十
じっ

職
しょく

の
永楽善
えいらくぜん

五
ご

郎
ろう

や、瀬戸の鈴
すず

木
き

青々
せいせい

などの窯
かま

に通って制作をし
ていました。その道の一流の人と交流することは、自らの
芸にさらに磨きをかけただけではなく、まさに花柳章太郎
を支える財産となっていったのでした。

花柳章太郎が、幼少～青年期に湯島に暮らし、湯島で学
んだことは前述したとおりです。また本郷座の舞台を踏ん
だことや、文京を舞台にした作品「婦

おんな

系
けい

図
ず

」や「通夜
つ や

物語」
への出演、樋口一葉の作品や一葉自身を演じることでのつ
ながり、湯島天神への梅の献木など、文京とのゆかりは数
多くを挙げることができます。そのなかで、故郷・湯島と
花柳章太郎をつなぐ逸話をひとつ紹介したいと思います。

昭和39年11月のある日、新橋演舞場の花柳章太郎の楽屋
に来客がありました。それは湯島小学校の校長先生、PTA会
長、そして2人の児童でした。児童の描いた絵を携え、文化
功労者選定の祝いのために訪問したのでした。花柳章太郎
はたいへん喜び、その絵を楽屋の鏡台前に飾りました。翌
月25日、終業式の日に、今度は花柳章太郎が湯島小学校を
訪れました。久しぶりに訪れた小学校で、自分の生い立ち
や、湯島での思い出、小学校のとき「一生けんめい」を
「いっしょうけんめー」と書き間違い、それが座

ざ

右
ゆう

の銘
めい

にな
ったことなどを全校児童に語りかけました。年明けの6日、
花柳章太郎はこの世を去ることになるのですが、人生の終
わりを目前にして、奇

く

しくも故郷に錦を飾ったのでした。

平成16年度及び21年度、花
柳章太郎の長男・喜章の元マ
ネージャーであった林靖治氏
を通じ、青山家に残されてい
た花柳章太郎・喜章の遺品、
林氏の収集した演劇関係資料
などが、ゆかりの深い文京区
に寄贈されました。その内容
は、自筆資料・原稿、絵画・
スケッチ、来信書簡、使用台
本、筋書・パンフレット、遺
品・愛用品、写真・ブロマイ
ド、書籍類など、実に多種多
様で、計5,000点を超える膨
大な量です。
このたび整理が一段落した

ことを機に、文京にゆかりあ
る名優・花柳章太郎について
の特別展を本年10月16日から
11月28日まで開催することに
いたしました。この貴重な資
料群を区民をはじめとするみ
なさまに広く公開し、関連機
関からの借用資料も加えて展
示を行います。花柳章太郎が新派という演劇にかけた人生
や、優れた芸術活動、幅広い交友関係、文京とのゆかりを
改めて振り返り、現代において再評価し、そして未来に伝
えていく機会になればと考えています。みなさまのご来館
をお待ちしています。 （川口明代）

「湯島の境内」花柳章太郎画　昭和35年
『婦人之友』連載の随筆「東京恋慕帖」の挿絵原画

「湯島小学校の話」昭和39年12月
講演のための自筆の下書き

花柳章太郎使用台本
「多情佛心」昭和11年

花柳章太郎愛用の煙草入れ
実際の舞台でも使用された

※1 花柳章太郎は、就学年次について複数の著作の中で様々に述べてい
るため、一部確定できない部分がある。



当館では、平成5年夏の企画展として「子ども錦絵展」を
開催しました。その際に、当館に寄贈された田村家資料の
なかから“おもちゃ絵”と“教育錦絵”を展示、紹介しま
した。本年度の収蔵品展では、改めてこれらの資料に着目
し、おもちゃ絵と教育錦絵を中心として、昔の子どもの遊
びや学びについて展示する予定です。子どものために描か
れた錦絵といっても、その図柄や制作事情によって、用途
は様々です。それぞれのおもちゃ絵や教育錦絵が、子ども
たちにどのように遊ばれたのかを紹介します。

“おもちゃ絵”とは、主に子どもを対象としたもので、江
戸時代の後半から明治時代の中ごろまで出版されていまし
た。子どもに親しまれていた様子は、文化6～10年（1809～
13）に刊行された式亭三馬の『浮世風呂』にも書かれてい
ます。朝から昼前の女湯を書いた場面で、母親の会話に出
ています。

…金紙だの行成
こう せ い

紙だの益
やく

にもたゝぬことに切
きり

こまざい
て遣

つか

い捨
すて

ますし、夫
それ

にまたアノ、替
かわ

り絵とやら申
もうし

てネ、
あつちこつちへひつくりかえつて、役者の早がはりの
絵がございます。夫をおまへさん、買程

かう ほ ど

にへ、箱に
一ツぱい溜

たま

つてさ、私も肝
きも

が潰
つぶ

れましたはな。…
子どもが金紙や行成紙（薄い藍色や金色に染め、雲母で

紋を型置きした鳥の子紙のこと）や替り絵などを欲しがり、
それが沢山溜まるため、母親が困っている様子がわかりま
す。
双六
すごろく

、福笑い、千代紙なども、おもちゃ絵の一種です。
子どもが遊ぶために描かれたものですが、なかには子ども
がひらがなを覚える、物の名前を知るというように学習に
役立つようなものもあ
ります。
また、おもちゃ絵に

は、猫を描いたものも
あります。「志ん板猫
づくし」（表紙参照）
は、書画会の様子を、
猫を擬人化して描いて
います。書画会とは、
江戸時代に始まったも
ので、文人墨客が集ま
り、即席で書画をかい
た会のことです。絵の
中では、筆を揮

ふる

う、絵
の品評をするなど書画
会に集まる人々が、猫
に見立てられていま
す。「行水猫のたはむ
れ」（図1）は、走り回

る子猫、子猫を抱き
上げる猫、滑って転
ぶ猫など、風呂屋の
賑わう様子がわかり
ます。この絵は、「お
もちゃよし藤」とも
呼ばれ、たくさんの
おもちゃ絵を描いた
ことで知られている
歌川芳藤
うたがわ よ し ふ じ

によって描
かれました。ほかに
も「新板猫生徒たは
むれあそび」では、
なわとび、いしけり、
たまなげ、わなげな
ど、子どもの遊びを
する猫が、描かれて
います。
さらに猫を描いた

ものでも「志ん板ね
こづくし」（図2）は、

猫を擬人化せず、猫の様々なしぐさを紹介しています。猫
の他に、雀や馬なども描かれることがありますが、現在知
られているおもちゃ絵では、猫を扱うものが多いです。な
ぜ猫が題材としてよく選ばれたのか、理由はわかっていま
せん。
田村家資料のなかには、ハサミで切り取って遊ぶおもち

ゃ絵があります。「新板さつ尽
づくし

」には、様々なお札が描かれ
ています。絵として楽しむだけでなく、切り取って買い物
ごっこなどに使ったのではないでしょうか。「新版両面子供
の着せ替」（図3）は、着
せ替え人形のおもちゃ絵
です。正面と後姿があり、
貼り合せると両面の人形
になります。同様に着せ
替える衣装も、前と後が
あります。「新版コウバコ」
は、箱の展開図が描かれ
ており、それぞれの面に
役者や花などの絵が描か
れています。図の通りに
切り取り、のりしろを貼
ると箱ができるようにな
っています。これらのお
もちゃ絵では、子どもが
ハサミで絵を切り取り楽
しむと同時に、ハサミに
慣れるという効果もあっ
たと思います。ほかに、
様々な物の絵と名前をかき連ね「○○尽くし」と題したも
のや、絵を切り取ると歌舞伎などの舞台になる立

たて

版
ばん

古
こ

など
もあります。おもちゃ絵は、子どもの気を引く仕掛けや色
の鮮やかさなど、子どもが楽しく遊ぶものでしたが、一方
で、物の名前を知る、ハサミを使うなど遊びながら、何か
を身につける手助けにもなっていたのです。

子どものための錦絵

―おもちゃ絵と教育錦絵―
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図1 行水猫のたはむれ

図2 志ん板ねこづくし

図3 新版両面子供の着せ替
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“教育錦絵”は、明治6年（1873）10月17日の文部省布達
により作られました。

諸府県
幼童家庭ノ教育ヲ助ル為ニ、今般当省ニ於テ各種ノ

絵画玩具ヲ製造セシメ、之ヲ以テ幼穉坐臥ノ際遊戯ノ
具ニ換ヘハ、他日小学就業ノ階梯トモ相成…
明治六年十月十七日

文部省三等出仕
正五位　田中不二麿

各府県に出された布達
には、子どもの家庭教
育のために錦絵を作
り、それを子どもの遊
び道具とすれば、小学
校での学習の助けとな
るとしています。現在、
教育錦絵は104枚確認
されており、田村家資
料には、そのうち63枚
があります。何枚かが
セットになり、ある主
題について描いていま
す。例えば、家の完成
までや、米や茶や蚕の
生産について、物理の
基礎的な原理について
などです。
「衣食住之内家職幼絵
解之図」（図4）では家

が建つまでを17枚に分けて詳しく絵で説明しています。最
初に家を設計し、木を伐りだすところから始まります。家
を建設するのに関係のある大工、左官、鍛冶屋、建具屋、
瓦屋など様々な職人を描いています。描いたのは歌川国輝

くにてる

です。国輝は二代目で、慶応元年（1865）頃、名前を国綱
から改めたとされ、
開化絵や鉄道絵も描
いています。教育錦
絵を描いた絵師のな
かで、名前が分かっ
ているのは、国輝だ
けです。
「茶植附の図」「茶
摘の図」「茶を製す図」
（図5）では、お茶の
できるまでを、茶の
木を植える作業から
描いています。これ
も、国輝が描きまし
た。「衣食住之内家職
幼絵解之図」や「茶
植附の図」「茶摘の図」
「茶を製す図」は、普
段、子どもがなかな

か知ることのできな
い仕事や作業につい
て、詳しく紹介して
います。
さらに「計

はかり

枡
ます

」（図6）
「指

さし

・曲
まげ

尺
じゃく

」「秤
はかり

・
分銅
ぶんどう

」では、度
ど

量
りょう

衡
こう

を説明し、計る際に
使用する道具（枡・
物指・分銅など）も
描かれています。こ
のように、単位とそ
の換算を覚えるのに
役立つものもありま
した。教育錦絵は、
小学校の学習に役立
つために作成された
ものであるため、学
習内容に直結するよ
うな題材が選ばれま
した。

子どものために描かれたおもちゃ絵や教育錦絵ですが、
その絵には、社会を映すという側面もあります。猫を擬人
化したおもちゃ絵では、当時、賑わっていた様々な場所を
描いたと考えられます。教育錦絵では、「衣食住之内家職幼
絵解之図」で家が完成するまでを紹介し、「茶植附の図」
「茶摘の図」「茶を製す図」では、お茶のできるまでを扱う
など、日常生活では接する機会の少ない職業や産業を紹介
しています。おもちゃ絵や教育錦絵は、子どもが楽しむと
同時に、様々なことが学べるような内容になっていました。
一方でおもちゃ絵は、子どもの遊び道具という他に、大

人も興味を持っていたと考えられます。現在まで、切り取
って使うはずのおもちゃ絵が切り取られずにそのまま遺さ
れている、子どもがおもちゃとして遊べば絵が傷むはずな
のに、きれいな状態で目にすることができることを考える
と、子どもが遊ぶ以外に、大人もおもちゃ絵を収集してい
た可能性があります。猫を擬人化した絵では、書画会や風
呂屋の他に、遊廊も描かれています。おもちゃ絵は、単純
に子どもだけを対象としていたのではなく、大人も視野に
入れて描かれていたのではないでしょうか。
本来は子どものために描かれた絵でしたが、大人にも楽

しまれていたのです。
（齊藤智美）

【参考文献】
●中村光男編著『よし藤・子ども浮世絵』1990年　富士出版
●『江戸明治「おもちゃ絵」』1976年　アド・ファイブ文庫　
●唐沢富太郎『明治百年の児童史　上』1968年　講談社
●佐藤秀夫、中村紀久二編『文部省掛図総覧　二　幼童家庭教育用絵画』
1987年　東京書籍

図4 衣食住之内家職幼絵解之図

図5 茶を製す図

図6 計枡



文京区本郷二丁目に所在する洋品店・かねやすは、享保年
間（1716～36）創業の、「抜き歯入れ歯かねやすが見世に詰め
たらん」「かねやすは普段祭りの通るよう」など、いくつかの
川柳にも詠まれた老舗です。※1 最も有名な句としては、「本郷
もかねやすまでは江戸の内」がお馴染みのことでしょう。
江戸文化研究などでは、かねやすの江戸時代当時の所在地
を境に都市景観が一変していた。具体的には、南側の地域に
は牡蠣

か き

殻
から

葺
ぶ

きの屋根や土蔵造りが多い都市的風景で、北側の
地域は板葺きや萱

かや

葺き屋根の、農村に近い風景であったとい
う認識が持たれる傾向が見受けられます。※2

しかしながら果たして、特定の店舗を境に、まちの風景が
一変するなどということがあり得たのでしょうか。
屋根の葺き方の違いは、江戸城外堀（現在の神田川）を境
界として、その南北で町屋の建物を建てる際に屋根に葺かれ
る部材の違いや構造を変えるようにとした、享保5年（1720）
の触書によるものですが、これは「命令」でなく「奨励」で
あったとされ、地域の設定自体も本郷三丁目ではなく江戸城
の外堀を基準としています。かねやすの創業年代との整合性
の点からみても、疑問が拭えません。
牡蠣殻葺きについても、遺跡の発掘調査事例や絵画資料の
検討から、その普及度合の実態や、防火や鎮火に果たした有
効性については疑問視する見解も出されています。※3

かねやすの所在地は、日本橋から約2.5km、中山道の最初の
一里塚・駒込追分まで約1.5 kmに位置し、都市計画道路の整
備等で現在地に移る前は、街道の反対（東側）の町屋にあり
ました。かねやす以北には加賀藩前田家を始めとする大名屋
敷や寺社等が立ち並び、街道沿いのまちなみは、瓦葺きが主
体であったことが発掘資料などからも裏付けられます。
景観が実質的に変化するのは、駒込追分の一里塚から、岩
槻街道（日光御成道）を更に1.5km程北上した地点、駒込の
やっちゃば（土物店）の所在地あたりと考えるのが妥当なの
です（下図参照）。

江戸の範囲も問題です。江戸時代後期に作製された、いわ
ゆる「朱引き図」等でも、町奉行支配地を示す黒線と、寺社
奉行勧進地を表す赤線の不整合性が疑問視されている様に、
江戸時代当時においてさえ、幕府自身が江戸の具体的な範囲
については明確にはしていなかったのです。※4

以上のことから、かねやすという特定の店舗を境として町
の風景から農村の風景に変わっていたと理解することは、根
拠に乏しいと言わざるを得ないのが実情です。

川柳は様々な理由や背景の下につくられました。※5

例えばご政道（幕府）を批判する目的や社会風刺として。
また、ある時には、何らかの事物を宣伝する目的のために。
慶応3年（1867）4月23日。土佐脱藩浪士・坂本龍馬が組織
した海援隊のいろは丸が、瀬戸内海讃岐沖で紀伊徳川家の
明光丸と衝突、沈没します。龍馬は「万国公法」を典拠と
して交渉する一方、交渉場所となった長崎で、「船を沈めた
その償いは、金を取らずに国を取る」という川柳を流布さ
せます。ペンは剣よりも強し。海援隊の業務を継承した土
佐商会が、紀伊家から賠償金7万両を得たことは有名です。

件の川柳が、字句どおり都市と近郊農村との境界を意味
して詠まれたのなら、なぜ、かねやすと本郷なのでしょう。
なぜ、江戸の東、西、南の限り（範囲）に関する句はなく、
北だけが特別に詠まれたのでしょうか。この謎を解く鍵は、
かねやすという店舗の存在、そのものにあるのです。
かねやすは歯磨き粉の一種、乳香散の販売や歯の治療で

大変に繁昌したことが伝えられています。これを手懸りに、
1970年代を代表する宣伝文句を例にみてみましょう。
「伊東に行くなら○○○、電話は4126

よいふろ

」。温泉地・伊東に
お越しの際は○○○へ。電話番号は良い風呂です。実際に
電話する場合は局番が必要ですが、情報は簡潔かつ的確に
伝えられ、諳んじることも容易です。つまり、かねやす、
本郷、江戸という具体的な名詞が詠まれていることこそが、
この川柳が伝えようとしている情報そのものなのです。
江戸では名所観光や買物に行くための、現代の情報誌に

あたる地誌類が、数多く出版されていました。※6

「本郷もかねやすまでは江戸の内」とは、評判の高いかね
やすに、買物に行くための江戸時代版CMソング、キャッ
チコピーとして理解することが妥当です。 （加藤元信）
※1 興津　要　 1990 『探訪　江戸川柳』時事通信社

神田　忘人 1989 『朝日選書377 江戸川柳を楽しむ』朝日新聞社
佐藤　要人 1998 『江戸川柳便覧』三省堂

※2 和歌森太郎ほか 1968 「住民の生活と文化」『文京区史』巻二文京区
※3 寺島　孝一 2005 『アスファルトの下の江戸』吉川弘文館
※4 師橋　辰夫 1984 「江戸の範囲」『東京の社会教育』第30巻第3号

東京都教育委員会
※5 吉原健一郎 1999 『落書というメディア江戸民衆の怒りとユーモア』

教育出版
※6 東京市役所 1929 「菊花造物」『東京市史稿』遊園篇巻二　東京都

西山松之助 1974 「江戸買物独案内」『江戸町人の研究』第3巻　　　
吉川弘文館 ほか

本郷の　　　　　
かねやすまでが

江戸の内？
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江戸切絵図「小石川 谷中 本郷絵図」「東都駒込辺絵図」（部分）
☆かねやす所在地(江戸時代当時) ○駒込追分　◇駒込土物店（やっちゃば）

大
正
年
間
の
か
ね
や
す

（『
文
京
の
史
跡
め
ぐ
り
』
よ
り
）



「歴史館でクロスワードに挑戦　わがはい君探偵団！」

文京ふるさと歴史館
7月22日（水）～ 8月30日（日） 参加者数………204人

7

小・中学生のための歴史教室

「明治のベストセラー『食道楽』の著者―村井弦斎―」

／黒岩比佐子氏（ノンフィクション作家）

◆9月5日（土）会場：ふるさと歴史館視聴覚室　 参加者数………55人

歴史講座

「火鉢―くらしのぬくもり展―」

◆2月13日（土）～ 3月22日（月）（延べ33日間） 入館者数……2,519人
◆展示解説　2月25日（木）、3月11日（木）

収蔵品展

特別展

「実録！漫画少年誌―昭和の名編集者・加藤謙一伝―」
◆10月25日（土）～ 12月7日（日）（延べ38日間） 入館者数……3,258人
◆記念講演会
「父、加藤謙一の思い出と学童社、漫画少年のふるさと文京」／
加藤丈夫氏（富士電機ホールディングス特別顧問） 参加者数……107人
「『漫画少年』が後のマンガ文化に与えたもの―読者投稿欄が輩出した漫画家たち―」／
内記稔夫氏（現代マンガ図書館館長） 参加者数……55人

◆展示解説　10月28日（水）、11月11日（水）、11月25日（水）、12月2日（水）

ミニ企画

◆4月29日（水）～ 8月12日（水）「生活をささえた道具たち」
◆8月13日（木）～12月23日（水）「戦前・戦後のこども雑誌」
◆1月 5日（火）～ 3月22日（月）「発掘された江戸の四季とくらし」
◆3月25日（木）～ 4月25日（日）「掘り出された文京の古代」

歴史教室ポスター 参加風景

歴史講座関係資料

特別展

収蔵品展

ミニ企画　掘り出された文京の古代

史跡めぐり

◆第1回 7月14日（火）東大の近代建築を訪ねる！ 参加者数……45人
◆第2回　11月12日（木）秋、江戸川橋周辺の名庭園を訪ねる！　

参加者数……40人
◆第3回 3月16日（火）駒込追分・根津に江戸の面影を訪ねて！

参加者数……45人

史跡めぐり
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ミニ企画
文京の町名今昔―新しい名前がつけられた！―
4月28日（水）～9月5日（日）
その他のテーマにて、年度内に計3回の企画展示を予定しています。

小・中学生のための歴史教室
クイズ「わがはい君調査隊！昔の町名、今はどこ？」
7月21日（水）～8月31日（火）
文京ふるさと歴史館の展示を見学して、文京区の町名に関するクイ
ズに回答していただきます。

特別展
文京ゆかりの名優・花柳章太郎―その人と芸―
10月16日（土）～11月28日（日）※11月3日（文化の日）は無料公開日
明治末～昭和時代に活躍した新派俳優・花柳章太郎の生涯と、美と
色彩を追求した多彩な芸術について紹介します。

おかげさまで、去る平成22年5月28日（金）に、東久留米市

在住の重松美佐子様を、記念すべき40万人目の入館者として

お迎えできました。

当館としましては、これからも、魅力ある文京区の歴史と

文化を皆様にお伝えし、皆様と共に歩んでまいります。

ご支援のほど、よろしくお願いいたします。

史跡めぐり
歴史館友の会文京まち案内ボランティアが、区内の史跡等をご案内
します。
年3回（6月、10月、2月）開催予定。要申込（往復はがきにて）。
参加費40円。

歴史講座
「朝鮮人参栽培と小石川薬園―徳川吉宗の秘策―」（仮）
10月9日（土）13時半～15時半（予定） 会場：男女平等センター
現在の小石川植物園などに関わる講演を行います。講師は田代和生
氏（慶應義塾大学教授）です。要申込（往復葉書にて）。参加費
200円（参加者は当日に限り、歴史館の入場料が無料となります）。

収蔵品展
おもちゃ絵の世界―子どもの遊びと学び―（仮）
平成23年2月12日（土）～3月21日（月・祝）
収蔵資料の中から「おもちゃ絵」や「教育錦絵」を中心とした企画
展示を実施します。

※事業内容の詳細は「区報ぶんきょう」および歴史館ホームページにてお知らせします。




